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　お久しぶりです。２学期の内容は高校２年生になって詳述したいと考えています。
　３学期はあまり授業はありませんが，やるべき内容はたくさんあります。まず「仮定法」
からです。
　「仮定法」は「事実に反する事柄」について述べる時に用いる表現です。「非現実(non- 
reality)」と呼ぶこともあります。それに対して実際の事柄を述べる表現を「叙述法」と
は「直説法」と呼びます。
　今回は仮定法の導入としてお考え下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（仮定法とは）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑴事実に反する「仮定」「願望」　　　　　　　　　　　　　
　冒頭で「仮定法」は「事実に反する事柄」を述べる形であると述べました。「事実」と
言えるものは『現在の事実』と『過去の事実』の２種類です。たとえば「今高校１年生で
ある」というのは『現在の事実』であり，「昨年は中学生であった」というのは『過去の
事実』だということになります。
　単純に考えていただくならば，このような事実とは反対のことを考えてみればよいと思
います。
　「（今高校１年の生徒が）今高校３年生ならば・・・・」というのは，現在の事実に対
して異なることを述べていますので，英語では「仮定法」を用いることになります。
⑵仮定法の種類
　現在，「仮定法」と名のつくものは，４種類あります。どの参考書にも掲載されていま
す。以下の４種類です。
　①仮定法現在
　②仮定法過去
　③仮定法過去完了　
　④仮定法未来
すっきりとした名称のように思われますが，基本的には②・③と，①・④の２つのグルー
プに分類することになります。
　最初のグループ（②・③）は，以下に示すように英語の動詞の形に注目した名称であり，
後半のグループ（①・④）は，内容面を重視した名称です。私たちはまず，②・③をしっ
かり把握する必要があります。
⑶仮定法の形
　次号以降で，詳細に記述しますが，さきほどの例をとって説明しましょう。
　○もし高校３年生ならば，勉強が大変だろう。（これを英語にすると）
　If I were a third year senior student, I would have to study hard.　
これは「現在，高校１年」の生徒が述べる文ですから，あくまでも「今現在の」事実に反
する内容ということになります。注意すべきは，動詞の形です。wereとか，would とか，
（助）動詞の形が『過去形』になっていますね。まとめると次のようになるのです。
　　　〔仮定法過去〕
　　　　形式：Ｉｆ＋主語＋過去形＋・・・，主語＋助動詞の過去形＋原形～．
　　　　意味：もし・・・ならば，～だろう（に）。　　
　動詞の形が過去形になっているからと言って，「過去」に訳してはいけませんよ。
ＰＡＲＴ　Ⅱ（仮定法の重要事項）
　仮定法で注意しなければならないのは以下の２点です。
①どんな時に「仮定法」を用いるのか？
　「もし～」という表現を思い浮かべたら，何が何でも「仮定法」だ，と決めつけるのは
早急過ぎます。冒頭で述べましたように，仮定法は「事実に反すること」「非現実」を表
す形です。高校１年の生徒が，「高校３年生ならば」と考えた場合，瞬間的に即，高校３
年生になれることはありません。このように現実的に不可能な内容について述べる際に，
「仮定法」という表現を用いることになります。　
②なぜ動詞の形が違うのか？
　それではなぜ「現在」の事実に反することを述べる際に，仮定法「過去」を用いるので
しょうか？以下の図を見て下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　直説法（現実を表現する形式）で，現在のこと（上の●
　　直接法　仮定法　　　　　　で示された点）をありのままに表すには，現在形の動詞


 　　　　　　　を用いることになります（仮定法ではありません！）。

　　　●

○〔現在〕　　　現在形はあくまでも「現在の事実」をそのまま述べるに
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 　　　　　　　過ぎないことになります。
 　　　　　　　　そのために，仮定法では，動詞の形を１つ下げた（古

　　　●

○〔過去〕　　　い）形を用いて，「現在」の内容に関して自由きままに
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 　　　　　　　想像し，願望することができるようになっているのです。
 　　　　　　　　左の図の意味がお分かりになれば，現実の「過去」の


 　　　○〔過去完了〕　内容に対する仮定法の表現が，仮定法「過去完了」であ




 　　　　　　　ることがお分かりいただけるのではないでしょうか。
 　　　　　　　　次号から１つずつお話いたします。
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 もし私が鳥ならば，あなたの元へ直ぐに飛んで行くことができるのになぁ。
                If I were you, I could fly to you right away.


　大変古くさい例文で申し訳ありません。逆に保護者の方々にとっては懐かしく思われた
のではないでしょうか？編集長の年齢がすぐにバレてしまいますね。
　今回から一つずつの項目に絞って詳しく説明する機会を設けました。今回は『仮定法過
去』という項目です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（仮定法過去）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑴　仮定法過去とは？  　
　前号で「仮定法」の基本的な考え方について大雑把に説明いたしました。なんだかよく
わからない，という声をいただきそうな内容になってしまいました。また内容的にも２回
に分けて説明すべきものが入っていたのは事実です。今回からの説明の中で補充しながら
説明を加えてゆきます。
　まず「仮定法」とは，ある事実に反する内容について述べる表現でした。高校１年生が
「もし高校３年生なら，・・・」と述べる例をご紹介いたしましたね。例文を再掲載して
検討しましょう。
　⒜ If I were a third year senior student, I would have to study hard. 
実際の内容〔直接法〕
　⒜'As I am not a third year senior student, I don't have to study so hard.
　　（私は高校３年生ではないので，あまり一生懸命に勉強する必要はない）
注意しなければならないのは，動詞の形です。仮定法の文（⒜）では，wereやwould のよ
うに過去形が用いられています。
⑵　仮定法過去の一般的形式
●一般的な仮定法過去の形式は次のようになります（再掲載）。
　　　〔仮定法過去〕
　　　　形式：Ｉｆ＋主語＋過去形＋・・・，主語＋助動詞の過去形＋原形～．
　　　　意味：もし・・・ならば，～だろう（に）。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　あくまでも「現在」の，変わりようのないことについてのことですから，意味は「現在」
として理解しなくてはなりません。また例文⒜からお分かりのように，ｂｅ動詞の仮定法
過去はｗｅｒｅを用いることが多くなります。
（ｗａｓでもよいのですが，ｗｅｒｅと記憶しておいたほうが利用価値は高くなります）
　  （注意）仮定法には特別な呼び名があります。
　　Ｉｆ＋主語＋過去形＋・・・の部分を『条件節』といい，
　　主語＋助動詞の過去形＋原形＋～の部分を『帰結節』(ｷｹﾂｾﾂ)といいます。
　
  その他の例文をご紹介いたしましょう（⒝は仮定法，⒝' は直説法の英文) 。
　⒝ If she loved me, she would accept [ｱｸｾﾌﾟﾄｩ] my proposal[ﾌﾟﾛﾎﾟｳｿﾞ].  
　　（彼女が僕のことを愛していれば，彼女は私のプロポーズを受け入れるのに）
  ⒝'As she doesn't love me, she doesn't accept my proposal.
次の例はどうでしょうか。
　⒞ If he could speak English fluently[ﾌﾙｰｴﾝﾄﾘ], they would employ[ｴﾝﾌﾟﾛｲ] him.
　　（もし彼が英語を流暢にはなすことができれば，彼らは彼を雇うのになぁ）
  ⒞'As he cannot speak English fluently, they don't employ him.
この⒞の例文をみて，アレッと思われた方はおりませんか？今まで，『帰結節』には必ず
助動詞の過去形がありました。もちろん⒞にもあります。例文⒞では，『帰結節』のみな
らず『条件節』にも助動詞の過去形があります。⒞' の文〔直説法〕で「話すことができ
ない」となっているのですから，当然のことです。大切なことは動詞であれ助動詞であれ，
過去形にすることです。
ＰＡＲＴ　Ⅱ（Ｉｆの後はすべて仮定法？）
　『条件節』についてもう少し検討しておく必要がありそうです（前号のＰａｒｔⅡで簡
単にご紹介した部分です）。
　私達はこれまでに，ｉｆを用いた次の英文を知っています。
　⒟ If it is fine tomorrow, I will go shopping. 
　　（もし明日天気がよければ買い物にゆきます）
　「仮定法」を学習してくると，まず疑問として登場してくるのが，「どんな時に仮定法
を使えばいいの？」ということです。そしてこれが大切なことなのですよ。
⒠高校１年生の生徒が，すぐ高校３年生になれる可能性はありますか？⇨ないですよね。
⒡女性がすぐ男性になれることがありますか？⇨ないですよね。
⒢死体が生き返ることがありますか？⇨ないですよね。　
⒣松ヶ枝先生の授業が優しくなることがありますか？⇨？？？
最後の例はともかくとして，⒠～⒢までは日常の普通の世界ではあり得ないこと。つまり
「起こりうる可能性がない，開かれていない，閉じられてしまっている」ことになります。
このような内容を「閉じられた条件(Closed condition), 却下条件(Rejected condition)」
といいます。それに対して，「天気がよくなる可能性」はあり得るのです。このような
内容を「開かれている条件(Open condition)」といいます。「もし～」と言いたい時には
この２つの条件のうち，どちらになるかを考えれば分かりやすくなります。
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　前号では「仮定法過去」について説明してきました。ある程度おわかりいただけました
でしょうか？今回はさらに「仮定法過去完了」について説明いたします。仮定法過去が理
解できると，仮定法過去完了も簡単に理解できると思います。頑張りましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  　　　　　
①  仮定法過去完了とは？  　　　　　　　　　　
　「仮定法過去」が，「現在の事実に反することを述べる表現」でしたね。それに対して
「仮定法過去完了」は「過去の事実に反することを述べる表現」ということになります。
　さっそく例文を見てみましょう。
　⒜ If she had loved me, she would have accepted my proposal.
　　（もし彼女が私を愛していたならば，プロポーズを受けていただろうに。）
だけども実際は（悲しいことに），
　⒜' As she didn't love me, she didn't accept my proposal. ということでした。
　更にもう一つ。
　⒝ If he had studied harder, he would have passed the examination.
　　（もし彼がもっと一生懸命勉強していたら，試験に合格していただろう。）
だけども実際は，
　⒝'As he didn't study harder, he didn't pass the examination. 
　　　　　　
②　仮定法過去完了の形と意味
●一般的な仮定法過去完了の形式は次のようになります。
　〔仮定法過去完了〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　形式：Ｉｆ＋主語＋ｈａｄ＋過去分詞・・，主語＋助動詞の過去形＋have＋過去分詞
  意味：もし・・・だったならば，～だっただろうに
　「仮定法過去」の場合との違い，特に下線部についてはしっかりと違いを区別しておく
必要があります。これらの一般的な形は絶対に覚える必要があります。
③　直説法と仮定法の変換
　直説法〔事実を表す文〕から仮定法に書き換える作業（もちろん頭の中で行う場合もあ
ります）は頻繁に行う必要があります。単純に，そして機械的に考えるために以下の表が
とても便利です。　
 　基準
 直説法
 　　　　仮定法


 動詞の
 時制
 ①
 　現在
 　　仮定法過去



 ②
 　過去
 仮定法過去完了


 文の
 内容
 ③
 　肯定
 　否定（ｎｏｔをとる）



 ④
 　否定
 　肯定（ｎｏｔをつける）


　具体的な例題で検討しましょう。
　⒞ As it snowed heavily yesterday, / I couldn't go out for playing. 〔直説法〕
　　（昨日大雪が降ったので，外に遊びに行けなかった）
左右の英文に対して，①～④のうち，どの部分が対応するかを当てはめます。すると，
　⒞'As it snowed heavily yesterday, / I couldn't go out for playing. 
　　　　②過去  ③肯定　　　　　　　　　②過去  ④否定
仮定法にする場合もこの番号を当てはめます。仮定法の形を思い出して下さい。すると，
　⒞''If it had not snowed heavily, I could have gone out for playing.
　　（昨日大雪が降らなかったら，遊びに行くことができたのに）となります。
　単純すぎますが，分かりやすいのではないでしょうか。いずれにしても，一般的な形式
を理解していなければなりません。頑張って下さい。
　　　　　　　　　
④  変則的仮定法
　これまでは「条件節」と「帰結節」とで，どちらも同じ仮定法の形式になっていました。
しかし，いつもいつも同じ形式になるとは限りません。次の文を見て下さい。
　⒟ If I had finished my homework yesterday, I would not be so busy today. 
　　（昨日宿題を済ませておけば，今日はそんなに忙しくないのになぁ）
下線部は「時を表す副詞」です。この「時を表す副詞」は，いつのことについて述べてい
るかを意思表示している語なのです。つまり「条件節」にあるyesterdayは「過去」のこ
を表します。「帰結節」にあるtodayは「現在」のことを表します。
  このように，一方が「仮定法過去完了」，他方が「仮定法過去」になっているものを，
『変則的仮定法』といいます。
　ちなみに⒟を直接法で述べると，次のようになります。
　⒟' As I didn't finish my homework yesterday, I am so busy today. 
⑤  助動詞の過去形に注意　
　これまでの仮定法の形から，『帰結節内には助動詞の過去形が存在する』ことがおわか
りいただけたと思います。これを逆に考えてみましょう。
　　　　　  助動詞の過去形があったら，仮定法の帰結節だと思うこと！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　次第にこの言葉の大切さが分かってきます。今回は盛り沢山でした。
　親子で学ぶ　　　　　　　　　　　　　紙上・カルチャースクール
　　英　　　　語　　    教　　    室　　  　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　発行所：共立二高・第一学年
　　　　　　　　　　　            　　　　　　　編集長：松ヶ枝　孝之
　　　　　　　　　　　　（高校編）２９　発行日：   .       rd. 1998   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　仮定法⑷


　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（ｉｆ　ｉｔ　ｗｅｒｅ　ｎｏｔ　ｆｏｒ～他）
　　　　　　
⑴　                      
⑵　                  
⑶　                                          
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）
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